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(57)【要約】
【課題】異なる複数の画像表示が可能な液晶表示装置に
用いた際に十分な輝度が得られ、
さらに観察領域ごとに好適な表示品質を維持することが
できる液晶表示装置用直下型バッ
クライト及びこれを備えた液晶表示装置を提供すること
。
【解決手段】本発明の液晶表示装置用直下型バックライ
ト３は、異なる複数の観察領域ご
とに異なる画像表示を行うことが可能な液晶表示装置に
用いられる液晶表示装置用直下型
バックライトであって、外装ケース１１と外装ケースの
内部に設けられた複数の光源とを
備えるとともに、複数の光源は、複数の観察領域のそれ
ぞれを中心とする指向性を有する
、前記複数の観測領域の数と同数の複数の群からなる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　異なる複数の観察領域ごとに異なる画像表示を行うことが可能な液晶表示装置に用いら
れる液晶表示装置用直下型バックライトであって、
　ケースと該ケースの内部に設けられた複数の光源とを備えるとともに、
　前記複数の光源は、前記複数の観察領域のそれぞれを中心とする指向性を有する、前記
複数の観測領域の数と同数の複数の群からなることを特徴とする液晶表示装置用直下型バ
ックライト。
【請求項２】
　前記複数の観測領域は２つの異なる観測領域からなることを特徴とする請求項１に記載
の液晶表示装置用直下型バックライト。
【請求項３】
　前記複数の光源は指向性を有するとともに、前記ケースに設けられた２つの異なる観察
領域に対応する２つの異なる傾斜面上の何れかにそれぞれ設けられていることを特徴とす
る請求項２に記載の液晶表示装置用直下型バックライト。
【請求項４】
　前記傾斜面上の一方に設けられた一方の光源と、前記傾斜面上の他方に設けられた他方
の光源とは異なる特性を備え、前記一方の光源は前記他方の光源に比べ高輝度な特性を備
える発光ダイオードであり、前記他方の光源は前記一方の光源に比べ色再現性の高い発光
ダイオードであることを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置用直下型バックライト
。
【請求項５】
　前記ケース内部には所定間隔をおいて平行に延設された複数の台座が設けられ、該台座
には前記２つの異なる傾斜面のうち少なくとも１つがそれぞれ設けられるとともに、
　前記台座は幅方向に切断した断面が、その底辺が前記ケースに固定された三角形状をな
し、前記２つの異なる傾斜面に設けられた光源の指向方向が前記ケースに直交する垂線か
ら所定の角度をなすように設定されていることを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装
置用直下型バックライト。
【請求項６】
　前記２つの傾斜面に設けられた光源の指向方向と前記垂線とのなす角がそれぞれ２５°
～３５°の範囲内であることを特徴とする請求項５に記載の液晶表示装置用直下型バック
ライト。
【請求項７】
　請求項１～６の何れかに記載の液晶表示装置用直下型バックライトと、
　異なる複数の観察領域ごとに異なる画像を表示するため複数の画像が表示された液晶表
示パネルと、
　異なる複数の観察領域にそれぞれ異なる画像だけが観察されるように、前記液晶表示パ
ネルに表示された複数の画像の内、対応する領域以外の画像を遮光する遮光手段と、を備
えることを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置用直下型バックライト及びこれを備えた液晶表示装置に関し、特
に、２乃至複数の観測領域に異なる表示画像を提供する液晶表示装置に好適な直下型バッ
クライト及びこの直下型バックライトを備えた液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、テレビ受像機や情報機器等に搭載される表示装置として、表示用の液晶パネ
ル（ＬＣＤ；Liquid Crystal Display、以降、「ＬＣＤ」と略称する）を用いた液晶表示
装置等が知られている。液晶表示装置等の表示装置に関しては、近年の情報機器等の多様
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化に伴い、第１の観察領域に第１の画像を提供し、第２の観察領域に第２の画像を提供す
る２画面表示装置や、これに加えて、更に第３の観測領域に第３の画像を提供する３画面
表示装置が知られている。
【０００３】
　これらの表示装置のうち、２画面表示を行う従来例に係る表示装置について、図面を参
照して説明する。図７は従来例に係る表示装置を説明する断面図である。図７に示すよう
に、従来例に係る表示装置には、第１の画像を表示する第１の画素列５１ａと第２の画像
を表示する第２の画素列５１ｂとが交互に配置されてなる表示パネル５２が配置されてい
る。ここで、第１及び第２の画素列５１ａ、５１ｂは、例えば液晶層を備えた画素からな
る。また、第１及び第２の画素列５１ａ、５１ｂの各画素間には、いわゆるブラックマト
リクス５３が形成されている。そして、表示パネル５２の上方には、不図示のガラス基板
等の透明基板を介して、遮光機能を有した金属もしくは樹脂等からなる遮光板５４が配置
されている。遮光板５４は、第１の画素列５１ａ及び第２の画素列５１ｂに対して平行に
交互に延びる遮光部５５及び開口部５６を備えている。
【０００４】
　次に、上記構成により２画面表示が実現される仕組みについて説明する。図７に示すよ
うに、表示パネル５２の真正面の位置Ｃから左方向に離れた第１の観察領域Ａには、遮光
板５４の開口部５６を通して第１の画素列５１ａから第１の画像が提供される。このとき
、第２の画素列５１ｂの第２の画像は、遮光板５４の遮光部５５により遮られるため、第
１の観察領域Ａには提供されない。
【０００５】
　一方、表示パネル５２の真正面の位置Ｃから右方向に離れた第２の観察領域Ｂには、遮
光板５４の開口部５６を通して第２の画素列５１ｂから第２の画像が提供される。このと
き、第１の画素列５１ａの第１の画像は、遮光板５４の遮光部５５により遮られるため、
第２の観察領域Ｂには提供されない。こうして、第１の観察領域Ａに第１の画像を提供し
、第２の観察領域Ｂに第２の画像を提供する２画面表示が行われる。なお、本願に関連す
る技術文献としては、以下の特許文献１が挙げられる。
【０００６】
　また、上述のような２画面表示装置として、バックライトに所定の指向性を持たせるこ
とにより、２つの観察領域の表示／非表示を制御する技術も特許文献に紹介されている（
例えば、下記特許文献２参照）。なお、図８は下記特許文献２に開示されているサイドラ
イト型面光源装置を周辺構成と共に示す断面図である。
【０００７】
　下記特許文献２に開示されたサイドライト型面光源装置６０は、第１の光源６１から出
射された第１の照明光６２を端面６３Ａから入射し、この第１の照明光６２を屈曲して出
射面６３Ｂより出射する第１の導光板６３と、第１の導光板６３に重ね合わされて配置さ
れ、第２の光源６４から出射された第２の照明光６５を端面６６Ａから入射すると共に、
第１の導光板６３から出射された第１の照明光６２を出射面６６Ｃと対向する裏面６６Ｂ
より入射し、第１及び第２の照明光６２、６５を出射面６６Ｃより出射する第２の導光板
６６とを備え、第１の照明光６２による第１の出射方向と、第１の出射方向と異なる第２
の照明光６５による第２の出射方向とに指向性を有するものである。なお、第１、第２の
導光板６３、６６はそれぞれ断面楔型形状の板状部材からなりこれらの端面６３Ａ、６６
Ａが対向するように重ね合わされることにより、第１、第２の光源６１、６４から出射さ
れる第１、第２の照明光６２、６５に所望の指向性が得られるものである。そして、この
サイドライト型面光源装置６０の上面にプリズムシート、拡散板等を載置した後、液晶表
示パネルを載置することによって液晶表示装置が組み立てられる。この液晶表示装置にお
いて、第１、第２の光源６１、６４の何れかをオフすれば、対応する出射方向からの表示
画像は得られなくなり、観察領域によって表示／非表示の制御が行えるようになる。
【特許文献１】特開２００５－２５８０１６号公報
【特許文献２】特開平１１－２７３４３８号公報（請求項１、段落［００２３］、［００
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２６］、図２）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ところで、上記従来例として示した２画面表示装置は、異なる方向に異なる画像表示を
行うために、例えば表示パネルにＬＣＤを使用すると、もとの画像と同じ解像度で表示す
るにはその画素数が通常の１画面のみの表示パネルに比べて２倍必要となる。そのため、
ＬＣＤはより高精細化が要求されるが、反面１つの画素ごとの開口率は低下せざるを得ず
、これによって光透過性が低下してしまうという弊害が生じている。したがって、その表
示品質を維持するためにバックライトの高輝度化への要求が高まっている。
【０００９】
　しかしながら、例えば上記特許文献２に示したサイドライト型面光源装置６０を２画面
表示装置のバックライトとして採用しても、サイドライト型のバックライトであるために
光源自体の数が直下型バックライトに比べて制限されるため、その輝度が十分に得られな
い。
【００１０】
　また、上記従来例の２画面表示装置を、例えば、車載用のカーナビゲーション装置とし
て車両に搭載させた場合には、表示画面の一方の観察領域を運転席側へ向けてナビゲーシ
ョン画面を表示し、他方の観察領域を助手席側に向けてＤＶＤの映像等を表示するといっ
た使用形態が考えられる。このような場合には、観察領域によって要求される光源の品質
に差異が生じる場合がある。すなわち、運転席側はナビゲーション画面を表示するために
、色再現性よりも高輝度への要求が高く、助手席側はＤＶＤの映像、例えば映画等を表示
するために、高輝度であるよりも色再現性が良いほうが良い。したがって、２画面表示装
置に対して単に高輝度を得るために公知の直下型バックライトを使用したとしても、上述
した要求に応えることは難しい。
【００１１】
　本発明者らは上記課題に鑑み、高輝度が得られるとともに観察領域によって異なる要求
、すなわち高輝度化あるいは高い色再現性を得られるようなバックライトを種々検討した
結果、観察領域によって異なる光源を使用するとともに、この光源に指向性を持たせた直
下型バックライトを用いれば、上記課題を解決することができることを見出し、本発明に
至ったものである。
【００１２】
　すなわち、本発明の目的は２画面液晶表示装置のような複数の画像表示が可能な液晶表
示装置に用いた際に十分な輝度が得られ、さらに観察領域ごとに好適な表示品質を維持す
ることができる液晶表示装置用直下型バックライト及びこの直下型バックライトを備えた
液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記目的を達成するために、本願発明の請求項１に記載の液晶表示装置用直下型バック
ライトの発明は、異なる複数の観察領域ごとに異なる画像表示を行うことが可能な液晶表
示装置に用いられる液晶表示装置用直下型バックライトであって、
　ケースと該ケースの内部に設けられた複数の光源とを備えるとともに、
　前記複数の光源は、前記複数の観察領域のそれぞれを中心とする指向性を有する、前記
複数の観測領域の数と同数の複数の群からなることを特徴とする。
【００１４】
　また、請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の液晶表示装置用直下型バックライト
において、前記複数の観測領域は２つの異なる観測領域からなることを特徴とする。
【００１５】
　また、請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の液晶表示装置用直下型バックライト
において、前記複数の光源は指向性を有するとともに、前記ケースに設けられた２つの異
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なる観察領域に対応する２つの異なる傾斜面上の何れかにそれぞれ設けられていることを
特徴とする。
【００１６】
　また、請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の液晶表示装置用直下型バックライト
において、前記傾斜面上の一方に設けられた一方の光源と、前記傾斜面上の他方に設けら
れた他方の光源とは異なる特性を備え、前記一方の光源は前記他方の光源に比べ高輝度な
特性を備える発光ダイオードであり、前記他方の光源は前記一方の光源に比べ色再現性の
高い発光ダイオードであることを特徴とする。
【００１７】
　また、請求項５に記載の発明は、請求項３に記載の液晶表示装置用直下型バックライト
において、前記ケース内部には所定間隔をおいて平行に延設された複数の台座が設けられ
、該台座には前記２つの異なる傾斜面のうち少なくとも１つがそれぞれ設けられるととも
に、
　前記台座は幅方向に切断した断面が、その底辺が前記ケースに固定された三角形状をな
し、前記２つの異なる傾斜面に設けられた光源の指向方向が前記ケースに直交する垂線か
ら所定の角度をなすように設定されていることを特徴とする。
【００１８】
　また、請求項６に記載の発明は、請求項５に記載の液晶表示装置用直下型バックライト
において、前記２つの傾斜面に設けられた光源の指向方向と前記垂線とのなす角がそれぞ
れ２５°～３５°の範囲内であることを特徴とする。
【００１９】
　請求項７に記載の液晶表示装置の発明は、請求項１～６の何れかに記載の液晶表示装置
用直下型バックライトと、
　異なる複数の観察領域ごとに異なる画像を表示するため複数の画像が表示された液晶表
示パネルと、
　異なる複数の観察領域にそれぞれ異なる画像だけが観察されるように、前記液晶表示パ
ネルに表示された複数の画像の内、対応する領域以外の画像を遮光する遮光手段と、を備
えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明は上記構成を備えることにより、以下に示すような優れた効果を奏するものであ
る。すなわち、本発明の液晶表示装置用直下型バックライトの発明によれば、従来技術に
述べたサイドライト型のバックライトに比べて光源を多く配設することができるために高
い輝度を得られることに加え、複数の光源に所定方向に指向性を有するものを使用したの
で、２画面液晶表示装置に使用した場合には、２つの観測領域ごとに指向性を備える直下
型バックライトとなり、いずれの観測領域であっても高輝度表示が行えるようになる。更
には、２画面液晶表示装置よりもさらに表示画像の多い３画面液晶表示装置に使用した場
合にも、上述のようにそれぞれの観測領域ごとにその観測領域を中心とする指向性を有す
る光源を設ければ、何れの観測領域でも十分な輝度を維持した表示が行えるようになる。
【００２１】
　また、請求項２の発明によれば、特に２画面液晶表示装置に上述の直下型バックライト
を用いると上述した効果が十分に得られるので好ましい。
【００２２】
　また、請求項３の発明によれば、光源をケースに設けられた傾斜面に設けることとすれ
ば、各光源への指向性の付与を簡単に行えるので好ましい。
【００２３】
　また、請求項４の発明によれば、光源に複数個の発光ダイオードを用い、かつこの発光
ダイオードをケースに設けられた傾斜面に設けるとともに、これらの発光ダイオードのう
ち、一方の傾斜面に設けたものと他方の傾斜面に設けたものを特性（スペクトル）の異な
る発光ダイオードにしたので、蛍光管に比べて指向性が得られやすく、また２画面液晶表
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示装置に使用した際、２方向それぞれの表示に最も適した発光ダイオードを適宜選択でき
るので、表示品質の高い液晶表示装置が得られる。すなわち、一方の傾斜面には高い輝度
が得られる発光ダイオードを、他方の傾斜面には色再現性の高い発光ダイオードを使用す
ることにより、特に車載用の２画面液晶表示装置として使用した際、運転席側にはより高
い輝度が得られる表示ができ、助手席側にはより色再現性の高い表示ができるので、それ
ぞれの観察領域に合わせて最も好適な表示品質が得られるようになる。
【００２４】
　また、請求項５の発明によれば、台座の幅方向の断面を略三角形状とし、この台座の少
なくとも一面を上述した傾斜面として使用し、この傾斜面に発光ダイオードを配設するの
で、傾斜面が簡単な構造で得られるようになる。
【００２５】
　また、請求項６の発明によれば、発光ダイオードの指向方向を２５°～３５°、最も好
ましくは３０°とすることにより、通常の２画面液晶表示装置の２つの観察領域のそれぞ
れに合った指向性を得られるようになり、好ましい。
【００２６】
　また、請求項７の液晶表示装置の発明によれば、上述した直下型バックライトを異なる
画像表示が可能な液晶表示パネルと組み合わせることで、観測領域ごとに好適な表示品質
を維持した液晶表示装置を提供することができるようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、図面を参照して本発明の最良の実施形態を説明する。但し、以下に示す実施形態
は、本発明の技術思想を具体化するための液晶表示装置用直下型バックライト及びこれを
備えた液晶表示装置を例示するものであって、本発明をこれらに特定することを意図する
ものではなく、特許請求の範囲に含まれるその他の実施形態のものも等しく適応し得るも
のである。
【実施例１】
【００２８】
　図１は本発明の実施例１に係る２画面液晶表示装置の直下型バックライトを示す正面図
、図２は図１のＡ－Ａ線で切断した断面図、図３は本発明の実施例１に係る２画面液晶表
示装置の断面図である。
　本発明の２画面液晶表示装置１は、左右に異なる画像を表示する２画面液晶表示パネル
２と、この２画面液晶表示パネル２の背面に配設される直下型バックライト３と、から構
成されている（図３参照）。このうち、直下型バックライト３は、図１に示すように、底
面１１ａが矩形状で、その四方の端部に所定高さの側壁１１ｂ～１１ｅを有する外装ケー
ス１１と、この外装ケース１１の底面１１ａに設けられ、図１の縦方向に所定間隔を空け
てほぼ平行に延びる複数本の台座１２と、複数本の台座１２のそれぞれの上面に配設され
た複数個の光源となる発光ダイオード（Light Emitting Diode、以下単にＬＥＤという）
１３、１４と、から構成されている。このＬＥＤ１３、１４について、詳細は後述するが
、複数のＬＥＤ１３からなる光源群は２つの観察領域の内の一方の観察領域を中心とする
指向性が付与された一の光源群であり、複数のＬＥＤ１４からなる光源群は他方の観察領
域を中心とする指向性が付与された別の光源群である。なお、２画面液晶表示装置１は異
なる２つの観測領域で常に異なる画像を表示する必要はなく、２つの観察領域で同じ画像
を表示してもよい。つまり、２画面液晶表示装置１は、２つの異なる観察領域で同じ画像
を表示するのか別々の画像を表示するのか選択によって切り替えることができるようにな
っているものである。
【００２９】
　外装ケース１１の四方に設けられた側壁１１ｂ～１１ｅのうち、その左右に設けられた
側壁１１ｃ、１１ｅは、底面１１ａの端部から斜め外方に向かって立設されており、その
角度は底面に対してほぼ６０°である（図２参照）。これは後述するＬＥＤ１３、１４の
何れか一方の指向方向に対して平行になる角度である。そして、この外装ケース１１は金
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属材等で形成され、その底面１１ａ及び各側壁１１ｂ～１１ｅの内側の面には反射シート
等が設けられている。
【００３０】
　台座１２は、図１に示すように、縦方向に所定間隔を空けて平行に複数本設けられてお
り、その形状は、図２に示すように、幅方向に切断した断面がほぼ二等辺三角形状である
棒状体で形成されている。この棒状体からなる台座１２のうち、最も幅広な底面部分は外
装ケース１１の底面１１ａに固定され、同一幅の他の２面はそれぞれ左側傾斜面１２ａ、
右側傾斜面１２ｂとなる。そして、この左側及び右側傾斜面１２ａ、１２ｂにそれぞれ複
数個のＬＥＤ１３、１４が取り付けられる。なお、ここでは台座１２を棒状体として外装
ケース１１に固定するようになしたが、台座１２と外装ケース１１とを一体として形成す
ることも可能である。その際は外装ケース１１を折曲加工等して台座１２を形成するとよ
い。
【００３１】
　光源であるＬＥＤ１３、１４は、その正面方向に指向性を有する光を照射するものであ
って、例えば擬似白色ＬＥＤ（青色ＬＥＤチップとそれによって励起される黄色蛍光体に
よって白表示を行うもの）を用いる。この擬似白色ＬＥＤは他のＬＥＤに比べて最も発光
効率が高く高輝度を得ることができる。そしてこのＬＥＤ１３、１４は、それぞれ所定間
隔を空けて、左側及び右側傾斜面１２ａ、１２ｂの長手方向に沿って一列に配設されてい
る。なおＬＥＤ１３、１４から出射した全ての光が各々別の領域へ向かうように指向性を
付与されている必要はなく、一方の光源から出射した光の大部分が一方の領域へ向かうよ
うに指向性を付与され、他方の光源から出射した光の大部分が他方の領域へ向かうように
指向性を付与されていればよい。これは一方の光源から出射した光の一部は、バックライ
トを構成する部材で反射するなどして他方の領域へ向かうものがどうしても存在するから
である。
【００３２】
　また、台座１２の左側及び右側傾斜面１２ａ、１２ｂに配設されるＬＥＤ１３、１４は
、その指向方向が外装ケース１１の底面１１ａから引いた垂線Ｌに対して所定角度θだけ
傾斜した方向となるように配設されると好ましく、この角度θはそれぞれ２５°～３５°
とし、最も好ましくは３０°とする。これにより、２画面液晶表示パネル２をこの直下型
バックライト３の上部に載置したとき、２方向の観察領域ごとに最も高輝度な表示を行え
るようになる。
【００３３】
　本発明の２画面液晶表示装置１の備える２画面液晶表示パネル２は、上述した従来例と
同様に、第１の画像を表示する第１の画素列と第２の画像を表示する第２の画素列とが交
互に配置されてなる液晶表示パネルの上方に、不図示のガラス基板等の透明基板を介して
、遮光機能を有した金属もしくは樹脂等からなり、第１の画素列及び第２の画素列に対し
て平行に交互に延びる遮光部及び開口部を備えた遮光板が配置されたものを用いる。なお
、その２画面表示方法は上述した従来例のものと同一であるので説明を省略する。
【００３４】
　上述の各構成を備える２画面液晶表示装置１を組み立てる際には、図３に示すように、
内部に台座１２及びＬＥＤ１３、１４が固定された外装ケース１１の開口部に調光板１５
及び拡散板１６を載置したのち、その上から２画面液晶表示パネル２を載置し、不図示の
前面枠等で固定することで組み立てられる。
【００３５】
　以上により組み立てられた２画面液晶表示装置１においては、左右２つの観測領域ごと
に異なる表示を高輝度で行うことができるようになる。すなわち、２つの観測領域は、２
画面液晶表示装置１の正面方向から左右に所定角度、詳しくは３０°程度斜めにずれた方
向からユーザが見るように設定されているものであるが、このユーザが見る方向のそれぞ
れに指向性を有するＬＥＤ１３、１４により２画面液晶表示パネル２を照射するようにな
っているので、２画面液晶表示パネル２がその構造上光透過率が低下してしまっている場
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合にも高い表示品質を維持することができる。また、ＬＥＤ１３、１４は直下型バックラ
イト３として２画面液晶表示パネルの背面前面に亘って設けられているので、サイドライ
ト型のバックライトより高輝度を得やすい。
【００３６】
　上記実施例においては、ＬＥＤ１３、１４としていずれも擬似白色ＬＥＤを用いた例に
ついて説明したが、これに限定されるものではない。すなわち、上記２画面液晶表示装置
１を車載用として使用する場合、運転席側にはナビゲーション画面を表示し、助手席側に
はＤＶＤの映像を表示するといった使用状態が多いため、運転席側の表示には高い輝度が
得られるものを使用し、助手席側の表示には色再現性の高いものを使用するとニーズにあ
った表示を行うことができる。そこで、上述した実施例の１つの変形例として、ＬＥＤ１
３、１４にスペクトルの異なるＬＥＤを使用することも可能である。すなわち、例えば左
側傾斜面１２ａに配設されるＬＥＤ１３には蛍光体に赤（Ｒ）と緑（Ｇ）を使用した青色
ＬＥＤを用い、右側傾斜面１２ｂに配設されるＬＥＤ１４には擬似白色ＬＥＤを用いるよ
うにすると上記のニーズにあった表示を行うことができるようになり好ましい。なお、擬
似白色ＬＥＤは青色の波長域の強度が緑色や赤色の波長域の強度に比べ際立って高くなっ
ており、発光効率も高く高輝度特性が得られることが知られている。一方赤色発光蛍光体
及び緑色発光蛍光体を用いた青色ＬＥＤは赤色、青色、緑色のそれぞれの波長域での強度
が近く、Ｒ、Ｇ、Ｂの３色を用いて発光するため、自然光により近く色再現特性が高いこ
とが知られている。
【００３７】
　また、上述した１変形例のほかに、例えば右側傾斜面１２ｂに配設されるＬＥＤ１４と
して、擬似白色ＬＥＤと赤色ＬＥＤを組み合わせたものを使用すれば、通常は擬似白色Ｌ
ＥＤを用いて表示を行い、緊急時における警告表示などの際には赤色ＬＥＤを点灯させて
運転者への認識を高めることも可能となる。
【実施例２】
【００３８】
　上述した実施例１では、台座１２に幅方向の断面が略二等辺三角形上のものを使用し、
この台座１２の傾斜面１２ａ、１２ｂにＬＥＤ１３、１４を形成したものについて説明し
たが、台座の形状はこの形状に限定されるものではない。そこで以下には、実施例２とし
て台座の形状が異なる直下型バックライト３Ａについて説明する。なお、図４は本発明の
実施例２に係る直下型バックライトの一部を切断した断面図である。また、本実施例２の
直下型バックライト３Ａは、実施例１の直下型バックライト３と台座の形状のみが異なり
、他の構成については実施例１のものと同様であるので、以下の説明では実施例１と異な
る構成についてのみ示し、同一の構成については同一の符号を付してその説明を省略する
。
【００３９】
　実施例２の直下型バックライト３Ａは、図４に示すように、幅方向の断面が略直角三角
形状で、異なる方向に傾斜面２１ａ、２２ａをそれぞれ有する２つの台座２１、２２を備
えている。そして、この台座２１、２２のそれぞれの傾斜面２１ａ、２２ａにはＬＥＤ１
３、１４が複数個配列されている。
【００４０】
　上述したように、台座２１、２２をそれぞれ別個に設け、その傾斜面２１ａ、２２ａに
ＬＥＤ１３、１４を設けると、台座２１、２２の取付位置を任意に変更すればＬＥＤ１３
、１４の設置位置も独立して変更できるので、ＬＥＤ１３、１４の配設箇所の自由度が向
上する。
【実施例３】
【００４１】
　また、上述した実施例１及び２においては、光源に指向性を持たせるために台座１２あ
るいは２１、２２を設け、この台座１２あるいは２１、２２の傾斜面１２ａ、１２ｂある
いは２１ａ、２２ａにＬＥＤ１３、１４を設ける構成としたが、このような構成に限定さ



(9) JP 2008-96765 A 2008.4.24

10

20

30

40

50

れるものではない。そこで以下には傾斜面を有しない光源の構成を備える直下型バックラ
イト３Ｂを実施例３として説明する。なお、図５は本発明の実施例３に係る直下型バック
ライトの一部を切断した断面図である。また、本実施例３の直下型バックライト３Ｂは実
施例１の直下型バックライト３に比するとその光源の構造のみが異なり、他の構成につい
ては同一の構成を備えているので、以下の説明では実施例１と異なる構成についてのみ示
し、同一の構成については同一の符号を付してその説明を省略する。
【００４２】
　実施例３の直下型バックライト３Ｂの光源は、図５に示すように、外装ケース１１の底
面１１ａに並列に複数本配設された冷陰極蛍光管２５ａ、２５ｂと、この冷陰極蛍光管２
５ａ、２５ｂの少なくとも一部を覆うように配設された長尺で断面が湾曲した集光用レン
ズ２６ａ、２６ｂとから構成されている。
【００４３】
　冷陰極蛍光管２５ａ、２５ｂを覆う集光用レンズ２６ａ、２６ｂのうち、奇数番目の冷
陰極蛍光管２５ａの一部を覆うように配設された集光用レンズ２６ａは、直下型バックラ
イト３Ｂの左側に冷陰極蛍光管２５ａからの照射光を集光させるように、主に冷陰極蛍光
管２５ａの左側を覆うように設けられている。そして同様に、偶数番目の冷陰極蛍光管２
５ｂの一部を覆うように配設された集光用レンズ２６ｂは、直下型バックライト３Ｂの右
側に冷陰極蛍光管２５ｂからの照射光を集光させるように、主に冷陰極蛍光管２５ｂの右
側を覆うように設けられている。
【００４４】
　上述した構成とすれば、ＬＥＤの代わりに冷陰極蛍光管２５ａ、２５ｂを用いても指向
性を有する光源を形成することができる。また、冷陰極蛍光管２５ａ、２５ｂはＬＥＤに
比べて発光強度が高いので、より高い輝度の表示を行うことができる。
【実施例４】
【００４５】
　更に、上述した実施例１～３に示す直下型バックライト３、３Ａ、３Ｂは、何れも２画
面液晶表示装置１に使用されるものであるが、これに限らず、例えば３画面液晶表示装置
に用いられるものであってもよい。そこで、以下には実施例４として３画面液晶表示装置
に用いると好適な直下型バックライト３Ｃについて説明する。なお、図６は本発明の実施
例４に係る直下型バックライトの一部を切断した断面図である。また、ここで述べる３画
面液晶表示装置は、既に公知である観察領域が左側・中央・右側の３方向に存在し、それ
ぞれに異なる表示を行うものである。
【００４６】
　実施例４に係る直下型バックライト３Ｃは、図６に示すように、矩形状の外装ケース１
１の底面１１ａに台座３１が固定されており、この台座３１は、実施例１の台座１２と同
じくこの外装ケース底面１１ａの縦方向に所定間隔を空けて平行に複数本設けられており
、その形状は、幅方向に切断した断面がほぼ台形状である棒状体で形成されている。また
、台形状の各面のうち、対向する傾斜面は同一角度で互いに近接する方向に傾斜しており
、この２つの傾斜面と上面とが光源の配設面となる。光源としては、実施例１に示すもの
と同様に、擬似白色ＬＥＤ、擬似白色ＬＥＤと赤色ＬＥＤとをパッケージングしたもの、
あるいは蛍光体に赤（Ｒ）と緑（Ｇ）を使用した青色ＬＥＤ等をその用途に合わせて適宜
選択したＬＥＤ３２～３４を用い、このＬＥＤ３２～３４は台座３１の延在方向に沿って
複数個一列に配設されている。
【００４７】
　このような構成を有する直下型バックライト３Ｃ上に３画面液晶表示パネルを載置すれ
ば、３つの画面それぞれに対応する指向性を備えたＬＥＤ３２～３４により各画面に十分
な輝度を提供することが可能な３画面液晶表示装置を提供することができる。また、この
３画面液晶表示装置を車載用のカーナビゲーション装置として使用したときには、ＬＥＤ
３２～３４を適宜選択することにより、その表示領域によって異なるニーズに合わせた好
適な表示品質を維持できるようになる。
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【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】図１は本発明の実施例１に係る２画面液晶表示装置の直下型バックライトを示す
正面図である。
【図２】図２は図１のＡ－Ａ線で切断した断面図である。
【図３】図３は本発明の実施例１に係る２画面液晶表示装置の断面図である。
【図４】図４は本発明の実施例２に係る直下型バックライトの一部を切断した断面図であ
る。
【図５】図５は本発明の実施例３に係る直下型バックライトの一部を切断した断面図であ
る。
【図６】図６は本発明の実施例４に係る直下型バックライトの一部を切断した断面図であ
る。
【図７】図７は従来例に係る表示装置を説明する断面図である。
【図８】図８は従来技術のサイドライト型面光源装置を周辺構成と共に示す断面図である
。
【符号の説明】
【００４９】
１　　　　　　　２画面液晶表示装置
２　　　　　　　２画面液晶表示パネル
３、３Ａ～３Ｃ　直下型バックライト
１１　　　　　　外装ケース
１２　　　　　　台座
１２ａ　　　　　左側傾斜面
１２ｂ　　　　　右側傾斜面
１３、１４　　　ＬＥＤ
１５　　　　　　調光板
１６　　　　　　拡散板
２１、２２　　　台座
２１ａ、２２ａ　傾斜面
２５ａ、２５ｂ　冷陰極蛍光管
２６ａ、２６ｂ　集光用レンズ
３１　　　　　　台座
３２～３４　　　ＬＥＤ
Ｌ　　　　　　　垂線
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